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祭
儀
と

神
殿
崩
壊
の．
記
憶
が

日
常
に

刷
り
込
ま
れ
て

い

っ

た

の

で

は

な
い

か
。

マ

イ
モ

ニ

デ
ス

『

イ

エ

メ

ン

へ

の

手
紙
」

考

察

　

−
共
同
体
崩
壊
危
機
の

克
服

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

神
田

　
愛
子

　
『
イ

エ

メ

ン

へ

の

手
紙
』

（

露
鴨

毳
、

寒
ミ

§）

は
、

マ

イ
モ

ニ

デ

ス

（

一

］

三

五

−
一

二

〇

四
）

が
タ

ル

ム

ー

ド

学
院
長
ヤ

コ

ブ
・

ベ

ン

・

ナ
タ

ナ

エ

ル

の

求
め

に

応
じ

、

一
一

七
二

年
に

イ
エ

メ

ン

の

ユ

ダ
ヤ

共
同
体
に

書

き
送
っ

た

手
紙
で

あ
る

。

サ

ラ

デ

ィ

ン

に

反
抗

す
る

シ

ー

ア

派
が

実
権
を

握
り
彼
ら
に

改
宗
を
迫

る
と

同
時
に
、

メ

シ

ア

を
自

称
す
る

者
が

出
現
し

た

こ

と
で

共
同

体
は

混
乱
に

陥
る

。

共
同
体
崩

壊
危

機
に

際
し
、

ラ

ビ
と

し

て

彼
が
ユ

ダ
ヤ

伝
統
を
ど

う
解
釈
し

た

か

を

本
発

表
で

は

考
察
し

た
。

　
イ
エ

メ

ン

へ

の

入
植
は

、

伝
説
で

は

第
一

神

殿
崩

壊
（
紀
元

前
五

八

六

年）

以

前
と

さ
れ

る
が

、

三

世
紀
以
降
の

記
述
で

は
、

第
二

神

殿
崩

壊

（
七
〇

年）

後
に

離
散
し
た
ユ

ダ

ヤ
人
が
共

同
体
を

構
築
し

た

ら
し
い

。

イ

ス

ラ

ー

ム

化
以

前
の

イ
エ

メ

ン

は

五

政
体
に

分
か
れ

、

こ

の

う
ち
ヒ

ム

ヤ

ル

の

王
が

三

八

四

年
に
ユ

ダ
ヤ

教
に

改
宗
し
た
が、

五
二

五

年
に

エ

チ

オ

ピ

ア

の

キ

リ

ス

ト

教
徒
に

よ

り
滅
亡
。

五

七
〇

年
に

は
サ

サ
ン

朝
ペ

ル

シ

ャ

に
、

六

二

九

年
に

は

イ
ス

ラ

ー

ム

軍
に

占

領
さ
れ

、

イ
ス

ラ

ー

ム

化

し

た
。

改

宗
し
た

者
も
い

た

が、

多
く
は

改
宗
せ

ず
バ

ビ

ロ

ニ

ア

の

ユ

ダ

ヤ

共
同
体
と
密

接
な

関
係
を

保
っ

た

ら

し
い

。

ア

デ

ン

が

国
際

貿
易
港
と

し

て

重
視
さ

れ
た

十
一

世
紀
か
ら

十
三

世
紀
に

か
け、

イ
エ

メ

ン

の

ユ

ダ

ヤ

共
同
体
は

イ
ス

ラ

ー

ム

圏
の

中
で

重

要
な
役

割
を
果
た
し

、

ア

イ
ユ

ー

ブ

朝
（
一

＝
ハ

九

−
一

二

五

〇）

下
の
エ

ジ
プ

ト
の

ユ

ダ
ヤ

共

同
体
と
は

固
く
結
束
し

て

い

た
。

メ

シ

ア

待
望
の

動
き
は

イ
ス

ラ

ー
ム

化
以
前
か
ら

あ
り、

ユ

ダ
ヤ

教
徒
と
ム

ス

リ
ム

が

互

い

に
思
想
的
に

影

響
し
合
っ

た

と

見
ら

れ

る
。

こ

の

た

め
、

九

世
紀
末
に

実
権
を
握
り、

隠
れ
イ
マ

ー

ム

を

否
定
し
た

シ

ー

ア

派
一

派
の

ザ
イ

ド

派
は
、

メ

シ

ア

待
望
の

動
き
を
ユ

ダ

ヤ

教
徒
の

イ
ス

ラ

ー

ム

政
権
に

対
す
る

反
抗
と

し
て

捉
え
る

。

ア

イ
ユ

ー

ブ

朝
下
の

ユ

ダ

ヤ

人
は

比
較
的
平
穏
に

暮
ら
し
て

い

た
が、

イ
エ

メ

ン

の

地

方
総
督
ム

イ

ズ

ッ

デ

ィ

ー

ン

・

イ
ス

マ

ー

イ

ー
ル

が
イ
ス

ラ

ー

ム

へ

の

改
宗
を

強
制
し

た
こ

と
で

、

イ

エ

メ

ン

の

ユ

ダ

ヤ
人
共
同
体
は

恐
怖
に

陥

る
。

　

手
紙
の

論
点
は

主
に

三

点
で

あ
る

。

第
一

に
、

迫
害
は

か

ね

て

か

ら

預

言
さ

れ

て

い

た

が
、

そ

れ

は
じ

き
に

止
む

。

か

つ

て

は

暴
力
（

ア

マ

レ

ク

人
、

ネ
ブ

カ

ド

ネ
ザ
ル

、

ハ

ド

リ

ア

ヌ

ス

な
ど
）

や
言
論
（
シ

リ

ア

人
、

ギ

リ

シ

ア

人
、

ペ

ル

シ

ャ

人）

に

よ
る

迫

害
だ
っ

た

が、

今
の

迫
害
は

そ

の

二

つ

を
合
わ
せ

持
ち

、

よ

り
効
果
的
に

我
々

の

法
を
滅
ぼ

そ
う
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

ナ

ザ
レ

の

イ
エ

ス

は
、

自
分
は

す
べ

て

の

預
言
者
に

よ

り

約
束
さ

れ

神
か
ら

使
わ
さ
れ
た
メ

シ

ア

だ
と

い

い
、

律
法
を

完
全
に

廃
棄

し

よ

う
と

す
る

が

そ
れ
は

成
就
し
な
い

（

ダ

ニ

エ

ル
一
一

二

四
）

。

も

う
一

人
の

男
（
ム

ハ

ン

マ

ド）

が

彼
に

続
き、

命
令
と

禁
止
に

よ
る

新
た

な

法
を

真
似
て

作
る

が
、

そ
れ

は

自
分
自

身
に

栄
光
を

帰
す
た
め
の

も
の

で

し
か
な
い

。

ダ
ニ

エ

ル

書
七

章
八

節
の

小
さ

な
角
は

こ

の

男
の

こ

と
で

あ
り

、

先
の

三

本
の

角
は

ロ

ー

マ
、

ペ

ル

シ

ア
、

ギ

リ

シ

ア

で

あ
る

。

強

制

的
棄
教
は

主
が

必
ず
止
め

ら

れ

る

（

BT

ケ
ト
ボ
ッ

ト

ニ

b
な
ど

）

。

第
二

に、

メ

シ

ア

が
い

つ

来
る

か
は

誰
に

も
わ
か

ら

な

い
。

終
末
に

関
し

て

は

語
る

こ

と
が

封
じ
ら
れ
（
ダ
ニ

エ

ル

十
二
一

九
）

様
々

な

見
解
が
生

じ
る

が
（
同
十
二
冖

四）

そ
れ
ら
は
い

ず
れ

も

成
就
し

な
い

〔
BT

サ
ン

44（766）
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ヘ

ド
リ

ン

九
七
b

）

。

イ
エ

ス

や
ム

ハ

ン

マ

ド
は
ゼ

カ

リ
ア

書
に

あ
る

メ

シ

ア

だ
と

彼
ら
は

主
張

す
る
が
（
ゼ

カ

リ

ア

九
冖

九
）

二

人
は

イ
ザ
ヤ
書

の

ロ

バ

と

ラ

ク
ダ

に

乗
る
者
で

あ
り
（
イ
ザ
ヤ
ニ
一
冖

七
、

九）

メ

シ

ア

で

は

な
い

。

第
三

に、

メ

シ

ア

が
来
る

話
は

経
験
上

い

つ

も

嘘
で

あ
る

。

　
こ

の

手
紙
は

『

迷
え
る
者
の

手
引
き

』

と

は

異
な

り、

あ
か
ら
さ
ま
に

イ
ス

ラ

ー

ム

と

キ

リ
ス

ト
教
を
批
判
し
て

い

る

が、

当
局
の

手
に

わ

た

る

危
険
を
顧
み

ず、

苦
し
む
同
胞
の

た

め

に

書
き
送
っ

た

こ

と

が
う
か
が
え

る
。

ま
た

、

聖
書
（

特
に
申
命
記、

イ
ザ
ヤ
書、

詩
編）

か

ら
多
数
の

約

束
の

言
葉
を

引
用
し、

同
胞
を
励
ま
し
て

い

る
。

こ

の

手
紙
が

き
っ

か
け

と
な
っ

て

メ

シ

ア

運
動
は

衰
退
し、

マ

イ
モ

ニ

デ
ス

が

サ

ラ

デ

ィ

ン

に

か

け
あ
っ

た
こ

と
で

迫
害
も
止
む
こ

と
に

な
る

。

共
同
体
の

リ

ー

ダ

ー

と

し

て
、

言
葉
だ

け
で

な
く、

迫
害
を
止
め

る

た

め

具
体
的
行
動
を

取
っ

た

こ

と
が

注
日
さ
れ

る
。

聖
句
に

固
く
立
つ

よ

う
に

と

語
っ

て

い

る

が
、

彼
自

身
も

神
の

言
葉
に

信
頼
し
つ

つ

行
動
し

た
の

で

あ
ろ

う
。

一

九

世
紀
東
欧
ユ

ダ
ヤ

教
の

危
機
と

ハ

ラ
ハ

ー

的
伝
統
の

革
新

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

市
川
　
　
裕

　
ユ

ダ

ヤ

教
の

苦
難
は
、

自
然
災
害
で

は

な
く
異
邦
人
側
か
ら

受
け
た

迫

害
な
ど
の

人

災
が
主

題
と

な

る
。

人

災
は
、

戦
争
や

暴
動
あ
る

い

は

強
制

改
宗
な
ど
ユ

ダ

ヤ

社
会
の

破
壊
を
目

的
と

し
た

場
合
に

は
、

生

命
の

危
機

に

直
結
す
る

。

こ

れ

に

対
し

て
、

本
論
の

事
例
は
、

危
機
で

あ
る

が
、

時

代
の

変
化
に

伴

う
共
同
体
の

変
容
が

扱
わ
れ

る
。

一

八

世

紀
末
の

西
欧
か

ら
始
ま
っ

た
ユ

ダ
ヤ

人

解
放
は

東
欧
に

も
波
及
す
る

。

そ
の

と
き
ユ

ダ
ヤ

社
会
は
西
欧
と
東
欧
で

大
き

な
違
い

が

う
ま
れ

た
。

そ
れ
は
な
ぜ
だ
っ

た

か
。

　
ユ

ダ
ヤ
人
解
放
は
、

近
代
国
家
の

成
立
に

伴
っ

て

同
等
の

市
民
と

し
て

社
会
に

受
容
さ
れ

る

事
態
で

あ
る

。

こ

れ
は

客
観
的
情
勢
と

し
て

西
欧
に

起
こ

り、

ユ

ダ

ヤ

人
の

身
分
は

明
ら
か
に
上
昇
し
た

。

ユ

ダ

ヤ
啓
蒙
主

義

者
な
ど

の

開
明
知
識
人
は
、

こ

れ
を
推
進
す
る

方
向
に

制
度
改
革
を
断
行

し、

ユ

ダ

ヤ

教
自
体
を
キ

リ
ス

ト
教
を
模
し
た

制
度
に

変
更
し
て

い

く
。

い

わ

ゆ
る

改
革
派
乃
至

進
歩
派
の

出
現
で

あ
る

。

西
欧
で

は

こ

こ

か
ら

さ

ら

に
同
化

、

世
俗
化、

キ

リ
ス

ト
教
へ

の

改
宗
が

起
こ

っ

た
。

　
こ

れ
は
、

ラ

ビ
・

ユ

ダ
ヤ

教

始
ま
っ

て

以

来
の

最
大
の

「

存
亡

の

危

機
」

、

内
側
か
ら
の

ユ

ダ
ヤ

教
の

崩
壊
の

危
機
と

い

え
よ

う
。

伝

統
主

義

者
に
と
っ

て
、

神
の

啓
示
法
で

あ
る

神
聖
な
ハ

ラ
ハ

ー

の

伝
統
は
、

人
と

人
の

関
係
を

律
す
る

政

治
的
規
定
と

神
と

人
と
の

関
係
を

律
す
る

宗
教
的

規
定
の

両
方
を
包

括
す
る

法
体
系
で

あ
る

。

こ

れ

が

ユ

ダ

ヤ

人
に

聖
な
る

身
分
を

与
え
、

苦
難
に

向
き
合
う
宗
教
体
制
の

根
幹
に

あ
っ

た
。

市
民
権

を

取
得
す
る

こ

と
は

こ

の

ハ

ラ

ハ

ー

体
制
の

廃
棄
を
意

味
し

た

か

ら

で

あ

る
。

　

し
か

し
、

西
欧
で

は
、

こ

の

同
化
主

義
こ

そ

が

正
当

性
を

得
て

ユ

ダ

ヤ

人
は

繁
栄
を

謳
歌
し

、

学
者、

思
想
家、

芸
術
家、

銀

行
家

、

資
本
家
を

輩
出
し

た
。

西
欧
の

ユ

ダ

ヤ
人
は

時
代
の

先
端
で

あ
り
、

東
欧
の

同
胞
は

時
代
遅
れ

で

カ

バ

ラ

ー

の

迷
信
が
は

び

こ

る

迷

妄
の

世

界
と

み
な
さ
れ

て

い

た
。

と
こ

ろ

が
、

一

九

世
紀
末
以

降、

完
全
に

西
欧

文
化
に
同
化
し
た

家
庭
の

子
弟
か

ら
、

東
欧
ユ

ダ

ヤ
教
の

伝
統
主

義
・

ハ

シ

デ

ィ

ズ

ム

・

シ

オ
ニ

ズ

ム

の

中
に
、

失
わ
れ

た

ユ

ダ

ヤ

精
神
の

源
泉
を

認
め

る

人
々

が

出

現
し、

郷
愁
と
と

も
に

ユ

ダ

ヤ

文
化
を

再
発
見
す
る

動

き
が

生
じ

た
。

　
こ

の

結
果
か
ら

判
断
す
れ

ば
、

近
代
化
に

遭
遇
し

た

東
西
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お
け
る

ユ

ダ
ヤ

社
会
の

対
応
の

違
い

は
、

ユ

ダ
ヤ

教

的
伝
統
の

存
続
と
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